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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　読み文字列および変換後文字列に優先度を対応づけた辞書データを複数含む変換用辞書
をコンピュータに組み込むとともに、このコンピュータを、読み文字の入力に応じて読み
文字列を組み立てる読み文字列組立手段；読み文字列が更新される都度、前記変換用辞書
から更新された読み文字列に前方一致する変換後文字列を候補として抽出し、抽出された
候補の文字列を所定の順序で表示する候補予測手段；表示された候補に対する選択操作に
応じて、選択された候補の文字列を確定して、確定された文字列を前記コンピュータで稼
働中の上位アプリケーションに出力する確定出力手段；の各手段として機能させるプログ
ラムであって、
　前記変換用辞書では、表現形式を表し、かつ概念が相反するもの毎に２つずつ組み合わ
せられた複数種の属性が、それぞれ所定数の辞書データに対応づけられており、
　前記候補予測手段は、前記コンピュータに対する文字列の入力状況を判別し、この判別
内容に応じて、各属性にそれぞれ前記優先度の調整値として所定大きさの数値を設定する
調整値設定手段と、前記読み文字列により抽出された候補のうち前記表現形式を表す属性
が対応づけられている候補の優先度を、当該候補に対応する属性に対して前記調整値設定
手段により設定されている調整値を加えた値に調整する優先度調整手段と、優先度調整手
段による処理後の優先度が高いものから順に表示されるように各候補の表示順序を決定す
る表示順序決定手段とを具備し、
　前記調整値設定手段は、前記表現形式を表す各属性の調整値にそれぞれ初期値としてゼ
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ロを設定し、表現形式を表す属性に対応づけられて変換用辞書に格納されている辞書デー
タ中の変換後文字列が前記コンピュータに入力されたことに応じて、その入力文字列に対
応する属性の調整値を正の値に設定すると共に、当該属性に相反する概念の属性の調整値
をゼロまたは負の値に設定する、
ことを特徴とする文字入力用のプログラム。
【請求項２】
　前記調整値設定手段は、前記確定出力手段により前記表現形式を表す属性が対応づけら
れた候補が確定される都度、前記調整値の設定処理を実行する、請求項１に記載された文
字入力用のプログラム。
【請求項３】
　前記調整値設定手段は、あらかじめ前記コンピュータに保存された人名リストから前記
表現形式を表す属性に対応づけられた辞書データ中の変換後文字列を含む名前が選択され
てメール文書の宛名として入力されたことに応じて、前記調整値の設定処理を実行する、
請求項１または２に記載された文字入力用のプログラム。
【請求項４】
　前記調整値設定手段は、前記コンピュータに入力された文字列に対応する属性に組み合
わせられていない属性に関しては、前記文字列の入力時に設定されていた調整値を維持す
る、請求項１～３のいずれかに記載された文字入力用のプログラム。
【請求項５】
　前記変換用辞書では、読み文字列が入力されている時期を示す複数種の属性が、それぞ
れ前記表現形式を表す属性が対応づけられた辞書データを含む複数の辞書データに対応づ
けられており、
　前記調整値設定手段は、前記コンピュータが組み込まれた装置の内部時計の計時情報に
基づき、前記読み文字列が入力されている時期を判別し、その判別された時期を示す属性
に対応づけられた候補に正の調整値を設定する、請求項１～４のいずれかに記載された文
字入力用のプログラム。
【請求項６】
　操作部および表示部と、読み文字列および変換後文字列に優先度を対応づけた辞書デー
タを複数含む変換用辞書が格納されたメモリと、前記操作部から読み文字が入力されたこ
とに応じて読み文字列を組み立てる読み文字列組立手段と、読み文字列が更新される都度
、前記変換用辞書から更新された読み文字列に前方一致する変換後文字列を候補として抽
出し、抽出された候補の文字列を所定の順序で前記表示部に表示する候補予測手段と、表
示された候補に対する選択操作に応じて、選択された候補の文字列を確定して出力する確
定出力手段とを具備する文字入力装置であって、
　前記変換用辞書では、表現形式を表し、かつ概念が相反するもの毎に２つずつ組み合わ
せられた複数種の属性が、それぞれ所定数の辞書データに対応づけられており、
　前記候補予測手段は、自装置に対する文字列の入力状況を判別し、この判別内容に応じ
て、各属性にそれぞれ前記優先度の調整値として所定大きさの数値を設定する調整値設定
手段と、前記読み文字列により抽出された候補のうち前記表現形式を表す属性が対応づけ
られている候補の優先度を、当該候補に対応する属性に対して前記調整値設定手段により
設定されている調整値を加えた値に調整する優先度調整手段と、優先度調整手段による処
理後の優先度が高いものから順に表示されるように各候補の表示順序を決定する表示順序
決定手段とを具備し、
　前記調整値設定手段は、前記表現形式を表す各属性の調整値にそれぞれ初期値としてゼ
ロを設定し、前記表現形式を表す属性に対応づけられて変換用辞書に格納されている辞書
データ中の変換後文字列が前記コンピュータに入力されたことに応じて、その入力文字列
に対応する属性の調整値を正の値に設定すると共に、当該属性に相反する概念の属性の調
整値をゼロまたは負の値に設定する、ことを特徴とする文字入力装置。
【請求項７】
　操作部および表示部が接続され、読み文字列および変換後文字列に優先度を対応づけた
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辞書データを複数含む変換用辞書が組み込まれたコンピュータにおいて、前記操作部から
読み文字が入力されたことに応じて読み文字列を組み立てる第１ステップと、読み文字列
の更新に応じて前記変換用辞書から更新された読み文字列に前方一致する変換後文字列を
候補として抽出し、抽出された候補の文字列を前記表示部に所定の順序で表示する第２ス
テップとを、所定サイクル実行し、第２ステップの実行により表示された候補に対する選
択操作が行われたとき、選択された候補の文字列を確定して、確定された文字列を前記コ
ンピュータで稼働中の上位アプリケーションに出力する方法であって、
　表現形式を表す複数種の属性を概念が相反するもの毎に２つずつ組み合わせると共に、
前記変換用辞書を、前記複数種の属性がそれぞれ所定数の辞書データに対応づけられるよ
うに構成し、
　前記第２ステップには、前記コンピュータに対する文字列の入力状況を判別し、この判
別内容に応じて、各属性にそれぞれ前記優先度の調整値として所定大きさの数値を設定す
るステップと、前記読み文字列により抽出された候補のうち前記表現形式を表す属性が対
応づけられている候補の優先度を、当該候補に対応する属性に対して設定されている調整
値を加えた値に調整するステップと、この調整処理の終了後の優先度が高いものから順に
表示されるように各候補の表示順序を決定するステップとが含まれており、
　前記表現形式を表す各属性の調整値にはそれぞれ初期値としてゼロが設定されており、
　前記優先度の調整値を設定するステップでは、前記表現形式を表す属性に対応づけられ
て変換用辞書に格納されている辞書データ中の変換後文字列が前記コンピュータに入力さ
れたことに応じて、その入力文字列に対応する属性の調整値を正の値に設定すると共に、
当該属性に相反する概念の属性の調整値をゼロまたは負の値に設定する、ことを特徴とす
る文字入力方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、操作部および表示部が接続されたコンピュータを、操作部からの読み文字
列の入力を受け付けて、その読み文字列を仮名漢字文字列に変換し、変換後の文字列を上
位のアプリケーションに出力する文字入力装置として機能させるためのプログラム、およ
び当該文字入力装置および文字入力方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話などのテンキーを用いて文字入力操作を行うタイプの機器では、操作性の悪さ
をカバーするために、キーの操作により読み文字列が更新される都度、その時点での読み
文字列により辞書ファイルを検索して候補の文字列を抽出し、抽出された候補を一覧表示
するようにしている。この機能（以下、「予測変換機能」という。）によれば、ユーザは
、表示された候補中の目的の文字列を選択することによって、読み文字列をすべて入力し
なくとも文字変換処理を完了することが可能になる。
【０００３】
　予測変換機能による候補抽出では、一般に、最新の候補の選択結果や過去に選択された
頻度の高い候補が上位に表示される。しかしながら、そのような表示ではユーザの意図す
る文字列が上位に表示されないこともあるため、入力状況に応じて各候補の表示順序を変
動できるような仕組みのソフトウェアの開発が求められている。
【０００４】
　上記の課題に関して、下記の特許文献１には、読み文字列が入力されたときに、それま
でに作成された文書に含まれる各種単語の各種分野毎の使用頻度（あらかじめ登録された
もの）を用いて、各分野の点数（作成中の文書に対する各分野の適合度）を求め、この点
数により作成中の文書の分野を判別して候補の絞り込みを行うことが記載されている。ま
た、特許文献２には、各種単語をその単語が入力される可能性の高い時期によって分類す
ることにより、複数の日付辞書テーブルを作成し、読み文字列が入力されたときに、装置
内の時計部の日付を参照して、その日付に対応するテーブルを検索することにより、入力
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時期に応じた候補を上位に表示することが記載されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－３３３１号公報
【特許文献２】特開２００３－２９６３２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載された発明は、ある程度、長い文書が入力されていることを前提とす
るもので、文書の作成を始めた直後や、短い文章で作成が終了するような場合に、適切な
候補表示を行うのは困難である。また、この方法では、複数の分野毎に、作成中の文書に
含まれる各種単語の頻度や文書における単語の相対位置に基づく重みを用いた演算により
点数を算出するため、演算の負荷が多大になり、読み文字列が更新される都度、候補の抽
出や表示を行うタイプのシステムに適用するのは困難である。
【０００７】
　特許文献２に記載された発明では、複数の日付辞書テーブルを登録するほか、通常の構
成の単語辞書テーブルを設けている。単語辞書テーブルには、各日付辞書テーブルに登録
された単語もすべて登録する必要があり（各日付辞書テーブルに登録された単語を別に登
録しておかないと、時期をはずれた単語を呼び出せない。）、辞書データを格納するため
のメモリ容量が増大する。また、辞書検索についても、時計部から得た日付データに対応
する日付辞書テーブルに対する検索と単語辞書テーブルに対する検索の双方を実行しなけ
ればならないため、処理を高速化するのが困難になる。
【０００８】
　この発明は、上記の先行技術における諸問題を考慮し、種々の入力状況に応じて候補の
表示順序を変更する処理を容易に実現することを、課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明に係る文字入力用のプログラムは、読み文字列および変換後文字列に優先度を
対応づけた辞書データを複数含む変換用辞書をコンピュータに組み込むとともに、このコ
ンピュータを、読み文字の入力に応じて読み文字列を組み立てる読み文字列組立手段；読
み文字列が更新される都度、変換用辞書から更新された読み文字列に前方一致する変換後
文字列を候補として抽出し、抽出された候補の文字列を所定の順序で表示する候補予測手
段；表示された候補に対する選択操作に応じて、選択された候補の文字列を確定して、確
定された文字列を前記コンピュータで稼動中の上位アプリケーションに出力する確定出力
手段；の各手段として機能させるものであり、以下の特徴を具備する。
【００１０】
　まず、変換用辞書では、表現形式を表し、かつ概念が相反するもの毎に２つずつ組み合
わせられた複数種の属性が、それぞれ所定数の辞書データに対応づけられる。
　つぎに、候補予測手段は、このプログラムがインストールされたコンピュータに対する
文字列の入力状況を判別し、この判別内容に応じて、各属性にそれぞれ優先度の調整値と
して所定大きさの数値を設定する調整値設定手段と、読み文字列により抽出された候補の
うち表現形式を表す属性が対応づけられている候補の優先度を、当該候補に対応する属性
に対して調整値設定手段により設定されている調整値を加えた値に調整する優先度調整手
段と、優先度調整手段による処理後の優先度に基づき各候補の表示順序を決定する表示順
序決定手段とを具備する。
【００１１】
　なお、上記の変換用辞書の辞書データの中には、全く属性が対応づけられないものもあ
れば、複数の属性が対応づけられるものもある。
【００１２】
　さらに、調整値設定手段は、前記表現形式を表す各属性の調整値にそれぞれ初期値とし
てゼロを設定し、表現形式を表す属性に対応づけられて変換用辞書に格納されている辞書
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データ中の変換文字列がコンピュータに入力されたことに応じて、その入力文字列に対応
する属性の調整値を正の値に設定すると共に、当該属性に相反する概念の属性の調整値を
ゼロまたは負の値に設定する。
【００１３】
　上記プログラムの好ましい態様では、調整値設定手段は、確定出力手段により前記表現
形式を表す属性が対応づけられた候補が確定される都度、調整値の設定処理を実行する。
【００１４】
　他の好ましい態様では、調整値設定手段は、あらかじめコンピュータに保存された人名
リストから表現形式を表す属性に対応づけられた辞書データ中の変換文字列を含む名前が
選択されてメール文書の宛名として入力されたことに応じて、調整値の設定処理を実行す
る。
【００１５】
　他の好ましい態様では、調整値設定手段は、コンピュータに入力された文字列に対応す
る属性に組み合わせられていない属性に関しては、文字列の入力時に設定されていた調整
値を維持する。
【００１６】
　他の好ましい態様では、変換用辞書では、読み文字列が入力されている時期を示す複数
種の属性が、それぞれ表現形式を表す属性が対応づけられた辞書データを含む複数の辞書
データに対応づけられる。また、調整値設定手段は、前記コンピュータが組み込まれた装
置の内部時計の計時情報に基づき、読み文字列が入力されている時期を判別し、その判別
された時期を示す属性に対応づけられた候補に正の調整値を設定する。
【００１７】
　この発明によれば、先に確定されている文書の表現形式に適合する属性を有する候補の
優先度を他の候補より高めて、上位に表示することが可能になる。また、文書の作成の途
中で表現形式が変更された場合にも、候補の表示順序をその変更に追随させることが容易
になり、利便性を高めることができる。
【００１８】
　上記のプログラムは、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ゲーム機など、操作部およ
び表示部を具備し、文字入力を必要とするアプリケーションを実行する情報処理装置にイ
ンストールすることができる。このインストールがなされた装置のメモリには、読み文字
列および変換後文字列に優先度を対応づけた辞書データを複数含み、さらに、表現形式を
表し、かつ概念が相反するもの毎に２つずつ組み合わせられた複数種の属性がそれぞれ所
定数の辞書データに対応づけられた構成の変換用辞書が格納される。また装置の制御部を
構成するコンピュータは、操作部から読み文字が入力されたことに応じて読み文字列を組
み立てる読み文字列組立手段；読み文字列が更新される都度、変換用辞書から更新された
読み文字列に前方一致する変換後文字列を候補として抽出し、抽出された候補を所定の順
序で前記表示部に表示する候補予測手段；表示された候補に対する選択操作に応じて、選
択された候補の文字列を確定して出力する確定出力手段；の各手段として機能する。さら
に、候補予測手段には、自装置に対する文字列の入力状況を判別し、この判別内容に応じ
て、各属性にそれぞれ前記優先度の調整値として所定大きさの数値を設定する調整値設定
手段と、読み文字列により抽出された候補のうち表現形式を表す属性が対応づけられてい
る候補の優先度を、当該候補に対応する属性に対して調整値設定手段により設定されてい
る調整値を加えた値に調整する優先度調整手段と、優先度調整手段による処理後の優先度
が高いものから順に表示されるように各候補の表示順序を決定する表示順序決定手段とが
設けられる。調整値設定手段は、前記表現形式を表す各属性の調整値にそれぞれ初期値と
してゼロを設定し、表現形式を表す属性に対応づけられて変換用辞書に格納されている辞
書データ中の変換文字列がコンピュータに入力されたことに応じて、その入力文字列に対
応する属性の調整値を正の値に設定すると共に、当該属性に相反する概念の属性の調整値
をゼロまたは負の値に設定する。
【００１９】
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　つぎに、この発明による文字入力方法は、操作部および表示部が接続され、読み文字列
および変換後文字列に優先度を対応づけた辞書データを複数含む変換用辞書が組み込まれ
たコンピュータにおいて、操作部から読み文字が入力されたことに応じて読み文字列を組
み立てる第１ステップと、読み文字列の更新に応じて前記変換用辞書から更新された読み
文字列に前方一致する変換後文字列を候補として抽出し、抽出された候補の文字列を前記
表示部に所定の順序で表示する第２ステップとを、所定サイクル実行し、第２ステップの
実行により表示された候補に対する選択操作が行われたとき、選択された候補の文字列を
確定して、確定された文字列を前記コンピュータで稼動中の上位アプリケーションに出力
するもので、表現形式を表す複数種の属性を概念が相反するもの毎に２つずつ組み合わせ
ると共に、変換用辞書を、前記複数種の属性がそれぞれ所定数の辞書データに対応づけら
れるように構成する。また第２ステップには、コンピュータに対する文字列の入力状況を
判別し、この判別内容に応じて、各属性にそれぞれ優先度の調整値として所定大きさの数
値を設定するステップと、読み文字列により抽出された候補のうち表現形式を表す属性が
対応づけられている候補の優先度を、当該候補に対応する属性に対して設定されている調
整値を加えた値に調整するステップと、この調整処理の終了後の優先度が高いものから順
に表示されるように各候補の表示順序を決定するステップとが、含まれる。また、表現形
式を表す各属性の調整値にはそれぞれ初期値としてゼロが設定され、優先度の調整値を設
定するステップにおいて、表現形式を表す属性に対応づけられて変換用辞書に格納されて
いる辞書データ中の変換後文字列がコンピュータに入力されたことに応じて、その入力文
字列に対応する属性の調整値を正の値に設定すると共に、当該属性に相反する概念の調整
値をゼロまたは負の値に設定する。
【発明の効果】
【００２０】
　上記の文字入力用のプログラムおよび文字入力装置、ならびに文字入力方法によれば、
作成中の文書で選択されている表現形式に適合する候補を上位に表示することが可能にな
り、利便性が高められる。また、文書の作成の途中で表現形式の選択が変更された場合に
も、候補の表示順序をその変更に容易に追随させることができる。また変換用辞書は、既
存の構成の辞書データに表現形式を表す属性を対応づけることにより構成できるので、デ
ータ構成が複雑になることがなく、検索や優先度の調整のための演算を高速で行うことが
できる。また入力状況に応じて辞書ファイルを切り替える必要がないので、メモリ資源を
効率良く使用できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　図１は、携帯電話における文字入力装置の機能ブロック図である。
　この文字入力装置は、電子メールエディタなどの上位アプリケーションに文字データを
入力するためのもので、操作部１、表示部２、変換用辞書３、キー入力受付部４、読み文
字列組立部５、候補抽出部６、候補表示処理部７、候補確定処理部８、変換結果出力部９
、調整値テーブル１０、調整値設定部１１、優先度調整部１２などを含む。
【００２２】
　上記構成のうち、操作部１および表示部２は、装置本体に設けられるハードウエアであ
る。操作部１には、読み文字を入力するためのテンキーや複数のファンクションキー（い
ずれも図示せず。）が設けられ、表示部２には、上位アプリケーションの画面や文字入力
用の候補一覧などが表示される。
【００２３】
　変換用辞書３には、入力対象である変換後文字列（仮名漢字文字列のほか後記する絵文
字や顔文字を含む。）に、仮名による読み文字列、優先度、および後記する単語属性デー
タなどを対応づけた構成の辞書データが多数格納される。なお、図１では、変換用辞書３
を１つのデータファイルとして表しているが、品詞や自立語／付属語の別にそれぞれ個別
の辞書ファイルを設けてもよい。
【００２４】
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　キー入力受付部４は、操作部１に対する操作を受け付け、テンキーが操作された場合に
は、どのキーが操作されたかを読み文字列組立部５に連絡する。読み文字列組立部５は、
この連絡に応じて、操作の都度、その操作により入力された読み文字を認識して読み文字
列を更新する（前回と同じキーが操作された場合には、読み文字列の末尾文字を変更し、
前回とは異なるキーが操作された場合には、読み文字列に新たな文字を追加する。）。
【００２５】
　候補抽出部６は、読み文字列組立部５により読み文字列が更新される都度、新たな読み
文字列により変換用辞書３を検索して、読み文字列に前方一致する語を候補として抽出す
る。候補表示処理部７は、抽出された各候補を、それぞれの優先度に基づく順序で表示部
２に表示する。
【００２６】
　このように、読み文字が入力される都度、読み文字列組立部５、候補抽出部６、候補表
示処理部７による処理が実行されることにより、読み文字の入力操作に応じて候補表示の
内容が切り替えられる。所定の時点で表示された候補のいずれかを選択して確定する操作
が行われると、その操作はキー入力受付部４により受け付けられた後に候補確定処理部８
に伝えられ、選択された候補を確定する処理が実行される。確定された候補の文字列は変
換結果出力部９により上位アプリケーションに出力される。
【００２７】
　上記において、変換用辞書３の各辞書データに含まれる優先度は、統計処理等により導
出された各種単語の使用頻度に基づき定められたもので、候補表示処理部７は、抽出され
た候補を、優先度が高い順に表示する。さらに、この実施例では、候補抽出部６および候
補表示処理部７のほか、調整値テーブル１０、調整値設定部１１、優先度調整部１２を含
む範囲が候補予測手段として機能し、候補表示を行う前に、表示対象の候補の優先度が調
整される。
【００２８】
　以下、優先度を調整する処理について、詳細に説明する。
　この実施例の変換用辞書３では、各辞書データに、それぞれその辞書データによる単語
が入力されるときの状況（以下、「入力状況」という。）を「属性」として登録できるよ
うにしている。具体的には、図２に示す１６個の属性を対象に、これらの名称（属性名）
を含む「単語属性データ」を該当する単語の辞書データに登録するようにしている。
【００２９】
　調整値設定部１１では、各属性に、それぞれ現在の入力状況に応じて優先度の調整値を
設定し（具体的な調整値は調整値テーブル１０に登録されており、これを入力状況に応じ
て参照する。）、各設定値を優先度調整部１２に提供する。優先度調整部１２では、候補
抽出部６により抽出された候補の中に属性が登録されたものがあるとき、当該候補の優先
度を登録された属性に設定されている調整値により調整する。候補表示処理部７では、こ
の調整処理後の優先度に基づき各候補の表示順序を決定するので、同じ読み文字列が入力
された場合でも、その時々の入力状況に応じて候補の表示順序を変動させることが可能に
なる。
【００３０】
　図２は、辞書データに登録される属性の種類、およびそれぞれの調整値を設定する方法
を、テーブル形式にして表したものである。
　この実施例では、各属性を、［時間帯］［季節］［言い回し］［時制］［感情］［名詞
］［文頭］の７つのカテゴリに分類し、カテゴリ単位で優先度の調整値を更新するように
している。
【００３１】
　［時間帯］および［季節］は、文字入力が行われている時期を表す。［時間帯］には［
朝］［昼］［夜］の３種類の属性が含まれ、［季節］には［春］［夏］［秋］［冬］の４
種類の属性が含まれている。なお、［季節］の属性はより細かい範囲毎に（たとえば月単
位で）分類することも可能である。
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【００３２】
　上記２つのカテゴリに関しては、読み文字の入力が開始されたとき（未確定の読み文字
列がない状態下でテンキーが操作されたときをいう。）に、図示しない内部時計を参照し
て現在の時刻や月日を認識する。そして、［時間帯］については時刻に適合する属性に、
［季節］については月日に適合する属性に、それぞれ正の値の調整値を設定する。一方、
時刻や月日に適合しない属性の調整値はゼロまたは負の値に設定される。
【００３３】
　［言い回し］［時制］［感情］は、作成される文書の表現形式を表す。これらのカテゴ
リには、それぞれ概念が相反する２種類の属性が設定されている。
　［言い回し］の［柔らかい］は、親近感の強い表現形式を意味し、［硬い］はあらたま
った表現形式を意味する。［時制］の［過去］は過去形の表現形式を意味し、［未来］は
未来形の表現形式を意味する。［感情］の［プラス］は、嬉しい、楽しい等の高揚する気
持ちを表す表現形式を意味し、［マイナス］は、悲しい、悔しい等の沈んだ気持ちを表す
表現形式を意味する。
【００３４】
　上記３種類のカテゴリについては、いずれの属性の調整値も当初は０に設定されるが、
同じカテゴリの属性が登録された語が確定されたときに、その属性の調整値に正の値を設
定するようにしている。以後も、表現形式を表す属性が登録された語が確定する都度、そ
の確定された語の属性に対応する調整値を正の値に設定する。またこのときに、確定され
た語の属性とは相反する概念の属性に正の調整値が設定されている場合には、その調整値
をゼロまたは負の値に変更する。
　なお、上記の調整値の更新は、主として文字入力時の候補の確定に応じて行われるが、
後記するように、［言い回し］に関しては、電子メールの宛名の確定に応じて、調整値を
設定することもできる。
【００３５】
　つぎに［名詞］は、固有名詞を入力する状態にあることを表すもので、［人名］と［
地名］の２種類の属性が設定される。［人名］は人の名前を入力する状態にあることを意
味し、［地名］は地名を入力する状態にあることを意味する。
【００３６】
　［名詞］の調整値も当初は０に設定されているが、このカテゴリに含まれるいずれかの
属性に対応する入力モードが起動したときに、当該属性の調整値に正の値が設定される。
　たとえば、アドレス帳の登録や編集のために名前の入力が選択された場合には［人名］
の調整値が正の値になり、ナビゲーション用のアプリケーションが起動して地名の入力が
選択された場合には［地名］の調整値が正の値になる。また、メール文書の作成中に、人
名の入力モードや地名の入力モードを選択する操作が行われ、選択された入力モードが起
動したときにも、対応する属性の調整値に正の値が設定される。
【００３７】
　さらに、この［名詞］については、設定された正の調整値を対応する入力モードの終了
に応じて解除（ゼロリセット）するようにしている。
【００３８】
　最後に［文頭］は、メール文書の作成が開始され、文頭の語を入力する状態にあること
を表す。このカテゴリに関しては、カテゴリ名と同様の［文頭］という名称による属性の
みが設定される。
【００３９】
　この［文頭］の調整値は、電子メールの作成が開始されたときに正の値に設定され、［
文頭］の属性を有する候補の表示（図１０に示すもの）に対する確定操作が行われたとき
、またはこの候補表示がクリアされたときに解除される。ただし、この調整値の設定は、
あらかじめユーザにより文頭候補の呼び出しを行うモードが選択されている場合にのみ行
われる。
【００４０】
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　上記したように、この実施例では、入力状況に適合する属性の調整値に正の値を設定す
る一方で、入力状況に適合しない属性の調整値にはゼロまたは負の値を設定する。具体的
な設定値は、あらかじめカテゴリ毎に決定されて調整値テーブル１０に登録されており、
調整値設定部１１は、この調整値テーブル１０を参照して毎時の調整値を定めるようにし
ている。
【００４１】
　優先度調整部１２は、候補抽出部６により抽出された各候補の優先度を、それぞれその
優先度に当該候補に登録されている属性の調整値を加算する方法により調整する。ここで
は、属性が登録されていない候補は調整の対象とはならない。また、複数の属性が登録さ
れている候補については、これらの属性に設定された調整値の合計値を優先度に加算する
。よって正の調整値が設定されている属性を具備する候補について、その優先度を本来よ
り高めることができるので、この候補を上位に表示されやすい状態にすることができる。
【００４２】
　図３に示す３つのテーブルＡ，Ｂ，Ｃは、読み文字列として、『さ』『たの』『お』を
それぞれ入力した場合に、変換用辞書から抽出される候補の辞書データを抜粋したもので
ある（実際には、多数の語が表示されるが、説明を簡単にするために、各テーブルとも候
補数を１０に限定している。）。各テーブルとも、「候補」は変換後文字列であり、「読
み」は変換前の読み文字列である。また、「単語属性データ」が空欄のものは、入力状況
を示す属性が登録されていない候補である。
【００４３】
　以下、これらのテーブルに示す候補を例に、優先度の調整の具体例を説明する。なお、
以下に示すテーブルでは、各単語の辞書データを調整後の優先度の高い順に並べて示すと
ともに、その調整に用いられた調整値および調整後の優先度（以下、「最終優先度」とい
う。）を辞書データに対応づけて示す。また、属性が何も登録されていない候補について
は、優先度の調整処理は行われないが、このテーブルでは、便宜上、調整値を０として、
最終優先度を示している。
【００４４】
　図４は、テーブルＡに示された各候補の表示順序が入力の時期によって変化する例を示
す。
　テーブルＡによれば、読み文字列『さ』の入力により［季節］の属性を有する語が３個
（『サンダル』『サンタ』『サンマ』）抽出されている。先に述べたように、［季節］に
関しては、読み文字の入力が開始される都度、その時点での月日データに基づき各属性の
調整値を設定するので、入力が行われる時期によって、上記の３つの候補の優先度を変動
させることができる。
【００４５】
　図４の例では、［季節］について、読み文字の入力が開始された時点での月日データに
適合する属性の調整値を＋１０にする一方、その他の属性の調整値を０とする。したがっ
て、春に入力が行われた場合には、［春］の調整値が＋１０になり、［夏］［秋］［冬］
の各調整値は０となる。
【００４６】
　図４のテーブルＡ－１は、読み文字列『さ』が春（３～５月）に入力された場合に相当
する。このテーブルＡ－１によれば、抽出された候補のうち、［春］の属性を有する『サ
ンダル』で、調整値が＋１０となるが、［季節］の他の属性を有する『サンマ』や『サン
タ』では、調整値は０となる。
【００４７】
　『サンダル』の通常の優先度は１であるが、この優先度に上記の調整値が加算されるた
め、最終優先度は１１になる。これに対し、『サンダル』以外の各候補については、調整
値が０であるため、最終優先度も通常の優先度と同一になる。この結果、［季節］の属性
を有する候補のうち、『サンダル』の優先度のみが大幅に高められ、その表示順位は３位
になる。
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【００４８】
　また、『サンダル』には属性として［夏］も登録されているので、夏に同じ読み文字『
さ』が入力された場合にも、上記と同様の結果を得ることができる。
【００４９】
　一方、図４のテーブルＡ－２は、読み文字列『さ』が秋（９～１１月）に入力された場
合に相当する。このときには、［季節］の各属性のうち［秋］に＋１０の調整値が設定さ
れ、その他の属性の調整値は０となるから、［秋］の属性を有する『サンマ』に＋１０の
調整値が設定され、『サンダル』を含む他の候補の調整値は０に設定される。よって、こ
の場合には、『サンマ』の最終調整値が１１となる一方で、『サンダル』の最終調整値は
通常の１のままとなり、『サンマ』が３位に浮上し、『サンダル』は９位となる。
【００５０】
　つぎに、図５は、テーブルＢに示した各候補の表示順序が、先に確定された単語の属性
に応じて変化する例を示す。
【００５１】
　テーブルＢには、［時制］の属性が設定された候補が２つ（『楽しかった』と『楽しみ
』）含まれている。［時制］の属性に対する調整値は、前記したように、このカテゴリの
属性が設定された単語が確定されることによって更新される。図５の例では、確定された
単語の属性に対して＋５の調整値を設定し、他方の属性の調整値を０に設定している。
【００５２】
　図５のテーブルＢ－１は、『昨日』という「過去」の属性が登録された語が確定された
後に、読み文字列『たの』が入力された場合に相当する。この場合には、属性として［過
去］が登録されている『楽しかった』に＋５の調整値が設定されるので、この単語の最終
優先度が通常より高い値に設定される。これに対し、属性として「未来」が登録された『
楽しみ』やその他の属性が設定されていない候補では、調整値は０となり、最終優先度は
通常と同じ値になる。
【００５３】
　テーブルＢ－２は、『明日』という「未来」の属性が登録された語が確定された後に、
読み文字列『たの』が入力された場合に相当する。この場合には、『楽しみ』に＋５の調
整値が設定されるため、この単語の最終優先度が通常より高い値に設定される。これに対
し、『楽しかった』を含む他の候補の調整値は０となるため、これらの最終優先度は通常
と同じ値になる。
【００５４】
　上記の調整処理により、『昨日』という単語が確定された後の入力では『楽しかった』
が第１位となり、『明日』という単語が確定された後の入力では『楽しみ』が第１位とな
る。このように、入力表現を表す属性を有する単語が確定された場合には、以後も確定さ
れた単語と同じ属性を有する候補が上位に表示されやすい状態になる。
【００５５】
　図６は、テーブルＣに示した各候補の表示順序が、読み文字列の入力された時間帯によ
って変化する例を示す。
　テーブルＣによれば、読み文字列『お』の入力により抽出された候補の中には、［時間
帯］の属性として、［朝］が登録された候補と［晩］が登録された候補とが、それぞれ複
数含まれている。さらに、これら［時間帯］の属性が登録された候補には、［言い回し］
の属性（「硬い」または「柔らかい」）も登録されたものと、［時間帯］の属性のみを有
するものとが含まれている。
【００５６】
　図６の例では、［時間帯］の属性のうち、読み文字の入力開始に応じて取得した時刻デ
ータに適合する属性に＋１１の調整値を設定する。さらに、この正の値の調整値が［朝］
または［晩］に設定された場合には、これに相反する概念の属性に－１０の調整値を設定
するようにしている（［昼］の調整値は０のままであり、またこの属性を有する候補も存
在しないので、ここでは問題にしない。）。このような設定により、［時間帯］の属性が
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登録されている各候補の順位を、入力の時間帯によって変動させることができる。
【００５７】
　具体的に各テーブルＣ－１，Ｃ－２を用いて説明する。文字列『お』の入力が朝に行わ
れた場合には、テーブルＣ－１に示すように、［朝］の属性を有する『おはよう』『おは
よー』『おはようございます』では、それぞれ通常の優先度に＋１１の調整値が加算され
るため、最終優先度は通常より高い値に設定される。これに対し、［晩］の属性を有する
『お疲れさま』『お帰り』『おつかれ』『おかえり』『お疲れ様です』については、それ
ぞれ通常の優先度に－１０の調整値が加算されるため、最終優先度は通常より低い値にな
る。この結果、［朝］の属性を有する３候補が上位３位に位置づけられ、［晩］の属性を
有する５つの候補は６～１０位に位置づけられる。
【００５８】
　上記に対し、文字列『お』の入力が晩に行われた場合には、テーブルＣ－２に示すよう
に、［晩］の属性を有する５つの候補の優先度にそれぞれ＋１１が加算され、［朝］の属
性を有する３候補の優先度にはそれぞれ－１０が加算される。よって、この場合には、［
晩］の属性を有する各候補の最終優先度が高められて、これらの候補が上位を占め、［朝
］の属性を有する各候補は８～１０位に位置づけられる。
【００５９】
　図６の例によれば、入力の時期に適合する属性を有する候補の優先度を正の調整値によ
り高めるとともに、入力の時期とは相反する概念の属性を有する候補の優先度を負の調整
値により下げているので、入力の時期に適合する候補を上位に位置づけるのがより容易に
なる。
【００６０】
　なお、図６の例は、［言い回し］の属性に対する調整値がすべて０に設定されているこ
とを前提とするものである。［言い回し］の属性に０以外の調整値が設定されると、表示
順序はさらに異なるものとなる。
【００６１】
　図７は、［言い回し］の属性データに０以外の調整値が設定される具体例を示す。この
図に示す２つの事例（１）（２）では、いずれもメール文書の冒頭に『お』という読み文
字を入力しており、またいずれも朝に入力を行ったものである。しかし、図７（１）の例
では、宛名が『田中マネージャー』であるため、『おはようございます』というあらたま
った表現による候補が第１位に表示されるのに対し、図７（２）の例では、宛名が『美砂
ちゃん』であるため、『おはよー』という親近感の強い表現による候補が第１位に表示さ
れている。これらの現象は、宛名に含まれる『マネージャー』『ちゃん』に、［言い回し
］に関して異なる属性が登録されていたことにより生じたものである。
【００６２】
　図８のテーブルＣ－３，Ｃ－４は、上記図７（１）（２）の事例における優先度の調整
処理を具体的に示したものである。この例では、［言い回し］の属性が登録された単語の
確定に応じて、その属性の調整値を＋１８に設定し、反対の概念の属性の設定値を０に設
定するようにしている。また［時間帯］についても、図６の例と同様のルールで調整値を
設定する。
【００６３】
　テーブルＣ－３は図７（１）の事例に対応する。この例では、宛名の『マネージャー』
に［言い回し］の属性として「硬い」が登録されているため、［硬い］に＋１８の調整値
が設定され、［柔らかい］の調整値は０になる。また、読み文字列『お』の入力が朝に行
われているので、［朝］に＋１１の調整値が設定され、［晩］に－１０の調整値が設定さ
れる。
【００６４】
　上記の設定により、［時間帯］の属性として［朝］が登録されている３候補（『おはよ
う』『おはよー』『おはようございます』）のうち、［硬い］が登録されている『おはよ
うございます』では、２つの属性の調整値を合計した値の＋２９が調整値に設定される。
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この結果、『おはようございます』の最終優先度は３８になり、通常の優先度では上位に
ある『おはよう』や『おはよー』を抜いて第１位に表示されるようになる。
　また『お疲れ様です』には［言い回し］の属性として［硬い］が登録されているが、こ
の候補の［時間帯］の属性は［晩］であるため、［晩］と［硬い］の各調整値を合計した
値＋８が調整値として設定される。この結果、『お疲れ様です』の最終優先度は１７とな
り、『おはよう』や『おはよー』より低い順位が設定される。
【００６５】
　テーブルＣ－４は図７（２）の事例に対応するものである。この例では、宛名の『美沙
ちゃん』の『ちゃん』に［言い回し］の［柔らかい］が登録されているため、［柔らかい
］に＋１８の調整値が設定され、［硬い］の調整値は０に設定される。一方、読み文字列
『お』の入力は朝に行われているので、［朝］［晩］の調整値には、テーブルＣ－３の場
合と同じ値が設定される。
【００６６】
　上記の設定により、［時間帯］の［朝］が登録されている３候補のうち、［柔らかい］
が登録されている『おはよー』に＋２９の調整値が設定される。よってこの調整値を加え
た最終優先度（３９）は、他の［朝］のみが登録されている候補（『おはよう』『おはよ
うございます』）より高くなる。また、『おかえり』『おつかれ』には［柔らかい］が登
録されているが、これらでは［時間帯］の属性が［晩］であるため、調整値は＋８にとど
まり、最終優先度は『おはよう』や『おはようございます』より低い値になる。また、テ
ーブルＣ－３では４位に設定されていた『お疲れ様です』は、この例では［晩］の調整値
の－１０のみによる調整が行われるため、優先度が大幅に下がり、最下位となる。
【００６７】
　上記によれば、読み文字列の入力時期に適した候補が優先的に表示され、さらに、宛名
に含まれる単語の［言い回し］の属性に適した候補が最も優先されて表示されている。こ
のようにメールの相手や入力時期によって候補の表示順序を変更することにより、ユーザ
の意図にかなった候補表示が実現し、利便性を大幅に高めることができる。
【００６８】
　上記のように、この実施例の文字入力装置によれば、異なるカテゴリの複数の属性に正
の調整値を設定することにより、これらの属性のすべてを具備する候補の優先度を高め、
複数の属性の一部のみが設定されている候補よりも上位に表示される可能性を高めること
ができる。さらに、正の調整値を設定した属性とは概念が相反する属性に負の調整値を設
定することによって、入力状況に適合しない属性を具備する候補の優先度を通常より下げ
て、入力状況に適合する候補が上位に表示されやすい状態にすることができる。
【００６９】
　なお、上記の各例では、［時間帯］についてのみ、正の調整値を設定した属性と相反す
る概念の属性に負の調整値を設定したが、その他のカテゴリについても、同様に所定の属
性を負の調整値を設定することができる。また図８では、正負の調整値が設定される属性
を３個としたが、実際の入力において、より多くの属性に正または負の調整値が設定され
た場合には、複数の属性が登録されている候補について、各属性の調整値をそのまま優先
度に加算するのではなく、各調整値にそれぞれ対応する属性の種に応じた係数を掛けて調
整値を増減してから加算処理を行っても良い。または、属性毎の調整値のうちの最大値お
よび最小値を選択し、これらのみを優先度に加算してもよい。
【００７０】
　つぎに、上記の候補の表示順序の調整は、仮名漢字文字列の候補表示に限らず、顔文字
や絵文字の候補を表示する場合にも適用することができる。
【００７１】
　図９は、顔文字を組み込んだメール文書を作成する場合に、確定された単語の属性に応
じて候補の顔文字の表示順序が調整される事例を示したものである。
　同図によれば、『昨日はいいことなかったよ』という一連の文章が確定され（画面ａ）
、つぎに『かお』という読み文字列が入力され、それに応じて所定数の顔文字の候補が表
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示されている（画面ｂ）。さらに候補のうちの１つが選択されて確定され（画面ｃ）、『
でも、今日占いよかったからいいことあるかな』という一連の文章が確定されている（画
面ｄ）。そして、再び『かお』という読み文字列が入力され、その入力に応じて顔文字の
候補が表示される（画面ｅ）が、この画面ｅでは、先の画面ｂで表示されたものとは異な
る顔文字が表示されている。
【００７２】
　画面ｂの候補表示は、その前の画面ａで確定された『いいことなかった』に［感情］の
属性の［マイナス］が登録されていたことによるものである。すなわち、［マイナス］の
属性を有する語の確定に応じて[マイナス］に正の調整値が設定され、この調整値による
調整処理が行われた結果、『かお』の入力により抽出された各種顔文字候補のうち、［マ
イナス］の属性を有する候補の優先度が高められ、これらが上位の候補として表示された
のである。
【００７３】
　一方、画面ｅで表示された候補は、その前の画面ｄで確定された『いいことある』に［
感情］の属性の［プラス］が登録されていたことによるものである。すなわち、［プラス
］の属性を有する語が確定したことにより、先の［マイナス］に設定された正の調整値が
解除（ゼロリセット）されて［プラス］に正の調整値が設定され、これにより、各種顔文
字候補のうち［プラス］が登録されている候補の優先度が高められ、これらが上位の候補
として表示されたのである。
【００７４】
　上記のように、表示対象の候補に属性が対応づけられていれば、顔文字や絵文字の表示
に関しても、入力状況に応じて候補の表示順序を変更することができる。また、仮名漢字
文字列の候補についても、図９の例のように、文書作成の途中で感情表現が変更された場
合には、その変更に応じて候補の表示順序を変更することができる。
【００７５】
　さらに、図９の例は、［感情］に関する表現が変更された例を示したが、［言い回し］
や［時制］についても、同様に、そのカテゴリの属性を具備する単語が確定されたことに
応じて、文書作成の途中で候補の表示順位を定める基準を変更することができる。
【００７６】
　たとえば、『昨日は楽しかったね。明日も楽しみだな。』という文書を作成する事例に
ついて、先の図５のテーブルＢ－１，Ｂ－２を用いて説明すると、まず『昨日』が確定さ
れたことにより［過去］の調整値が＋５に設定されるので、１回目に『たの』という読み
文字列を入力したときは、抽出された各候補はテーブルＢ－１に示す順序で表示される。
つぎに、『明日』が確定されると、［過去］の調整値はゼロリセットされて、［未来］の
調整値が＋５に設定される。したがって、再び読み文字列として『たの』が入力されたと
きは、抽出された各候補はテーブルＢ－２に示す順序で表示される。
【００７７】
　このように、入力表現を表す属性が設定された語が確定される都度、その属性に対応す
るカテゴリの調整値が更新され、これに応じて候補の表示順序も変更されるので、文書作
成の途中で表現形式が変更された場合にも柔軟に対応することができる。しかも、この変
更は１つの語の確定に応じて実施されるから、携帯電話に多く見られる短い文書作成にも
十分に対応することができる。また、上記の確定に伴う調整値の更新は、確定された語の
属性に対応するカテゴリに対してのみ行われるから、入力表現を表す複数のカテゴリにつ
いて順に入力の確定がなされた場合には、これらの確定をすべて反映させた調整値により
候補の表示順序を決めることができる。
【００７８】
　つぎに、図１０は、メール文書の作成開始時点での表示例を示す。この実施例は、電子
メールエディタの起動時に、冒頭の候補を表示する設定が選択されている場合に行われる
もので、文書作成画面の起動直後に［冒頭］の調整値に正の値が設定される。さらに宛名
に含まれる単語の［言い回し］の属性にも正の調整値が設定される。また、これらの属性
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に設定する正の調整値は、きわめて高い値に設定される。
【００７９】
　またこの実施例では、変換後辞書内のすべての辞書データを対象に、優先度の調整を行
った後、最終優先度が所定のしきい値を超えた候補のみを、表示するものとする。これに
より、属性として［冒頭］が登録され、かつ［言い回し］について正の調整値が設定され
た属性が登録されている単語のみが候補として表示される。
【００８０】
　図１０（１）の事例では、宛名の『マネージャー』に［言い回し］の［硬い］が登録さ
れているため、冒頭に使用される語のうち、『おはようございます』『お疲れ様です』な
ど、あらたまった表現による語が表示される。これに対し、図１０（２）の事例では、宛
名の『ちゃん』に［言い回し］の「柔らかい」が登録されているため、『ありがと』『お
はよー』など、柔らかい言い回しの語が表示される。
【００８１】
　つぎに、上記の文字入力装置が電子メールの作成時に実行する処理の手順を説明する。
なお、ここでは、説明が煩雑になるのを避けるため、「人名」や「地名」の入力モードを
指定する処理や、図１０に示した［冒頭］の候補を呼び出す処理は実行されないものとす
る。
【００８２】
　図１１は、上位アプリケーションに１つの単語を入力するために実行される処理の流れ
を示すフローチャートである。この処理は、図１のキー入力受付部４、読み文字列組立部
５、候補抽出部６、候補表示処理部７、優先度調整部１２、候補確定処理部８、変換結果
出力部９により実行されるものである。
【００８３】
　以下、図中の各ステップの符号（ＳＴ１０１～１０８）を参照して説明する。
　まず、テンキーの最初の操作が行われると、この操作に対応する仮名文字を読み文字列
の最初の文字として設定し（ＳＴ１０１）、設定した読み文字により変換用辞書３を検索
して候補を抽出する（ＳＴ１０２）。
【００８４】
　つぎに、抽出された候補のうち属性が登録されている候補の優先度を、各属性に設定さ
れている調整値を加算する処理により調整する（ＳＴ１０３）。ついで、この調整の対象
としなかった候補を含む全ての候補を対象に、優先度が高い順に各候補を表示する（ＳＴ
１０４）。
【００８５】
　上記の表示に対する候補の選択が行われずに、読み文字の入力が続けられた場合（ＳＴ
１０５が「ＮＯ」、ＳＴ１０６が「ＹＥＳ」の場合）には、最初のステップ（ＳＴ１０１
）に戻り、新たなキー操作に応じて、読み文字列を更新する。一方、候補の選択および確
定操作が行われると（ＳＴ１０５が「ＹＥＳ」の場合）、確定された文字列を出力し（Ｓ
Ｔ１０８）、処理を終了する。また、読み文字列の入力や選択／確定以外の操作（キャン
セル操作など）が行われた場合（ＳＴ１０５，１０６が「ＮＯ」の場合）には、その操作
に応じた処理を実行した後に、処理を終了する。
【００８６】
　以下も、文書の作成が続けられる間、新たな単語の入力のために読み文字の入力が開始
される都度、ＳＴ１０１から順に、各ステップによる処理が実行される。
【００８７】
　図１２は、調整値の設定処理に関するフローチャートである。この処理は、調整値設定
部１０により、図１１の文字入力処理と並列して実行される。ただし、図１１が１つの単
語の入力に関する処理手順を示すのに対し、図１２のフローチャートは、１つの電子メー
ルの作成が開始されてから終了するまでの手順を示す。
【００８８】
　以下、図中の各ステップの符号ＳＴ２０１～２１１を参照しながら、調整値設定処理の
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手順を詳細に説明する。
【００８９】
　まず電子メールの作成処理が開始されると、各属性の調整値をゼロクリアする（ＳＴ２
０１）。つぎに、宛名の入力が行われ、さらにこの宛名に［言い回し］に関する属性を有
する語が含まれていると、ＳＴ２０２，２０３が「ＹＥＳ」となり、［言い回し］の調整
値を更新する処理を実行する（ＳＴ２０４）。なお、宛名の入力は、アドレス帳に登録さ
れている名前を選択することにより行われることが多いが、この場合には、入力された宛
名を形態素解析し、抽出された各語により変換用辞書３を参照することによって、［言い
回し］の属性を有する語があるか否かを判別する。ただし、別途、［言い回し］の属性を
有する語の中で宛名に使用される頻度の高いものを登録したテーブルを登録しておき、そ
のテーブルを参照するようにしてもよい。
【００９０】
　宛名が入力されずに本文または件名の入力が開始されたり、メールアドレスのみが入力
された場合（ＳＴ２０２が「ＮＯ」の場合）や、宛名内に［言い回し］に関する属性を有
する語がなかった場合（ＳＴ２０３が「ＮＯ」の場合）には、ＳＴ２０４はスキップされ
る。
【００９１】
　つぎに、本文または件名に対する読み文字の入力が開始されると、その時点の内部時計
を参照して、時刻データおよび月日データを取得する（ＳＴ２０６，２０７）。ついで、
［時間帯］および［季節］の各属性に、取得したデータに応じた調整値を設定する（ＳＴ
２０８）。
【００９２】
　この後は、確定操作が行われるまで（ＳＴ２０９が「ＹＥＳ」となるまで）待機し、確
定操作が行われると、入力表現に関するカテゴリ（［言い回し］［時制］［感情］）の属
性を有する語が確定されたかどうかを判別する。ここで、上記３種類のカテゴリのいずれ
かの属性を有する語が確定された場合（ＳＴ２１０が「ＹＥＳ」の場合）には、その確定
された語の属性に対応するカテゴリの調整値を更新する（ＳＴ２１１）。一方、入力表現
に関する属性が設定された語が確定されなかった場合（ＳＴ２１０が「ＮＯ」の場合）に
は、ＳＴ２１１はスキップされる。
【００９３】
　以下、文書作成が終了するまで（ＳＴ２０５が「ＹＥＳ」となるまで）、新たな読み文
字の入力開始に応じて、［時間帯］［季節］の各属性の調整値を更新し（ＳＴ２０６～２
０８）、入力表現に関する属性が設定された単語の確定に応じて、その単語の属性に対応
するカテゴリの調整値を更新する（ＳＴ２０９～２１１）。
【００９４】
　なお、上記において、読み文字入力の開始により実行されるステップ（ＳＴ２０７，２
０８）は、図１１の読み文字列の組立処理（ＳＴ１０１）や候補抽出処理（ＳＴ１０２）
と並列で実行されるが、優先度の調整処理（ＳＴ１０３）が開始されるまでに完了する。
これにより、読み文字入力の開始により最初の候補が抽出されたときには、少なくとも［
時間帯］と［季節］に関して０以外の調整値が設定された属性が存在するので、抽出され
た候補の中に当該属性が設定された候補が含まれる場合には、その候補の優先度を変動さ
せて上位に位置づけることが可能になる。
【００９５】
　また、上記によれば、入力表現に関する属性が設定された語が確定される都度、その確
定した語の属性に対応するカテゴリの調整値が更新され、その更新された調整値がつぎに
抽出された候補の優先度の調整に適用されるので、入力表現に関する属性を有する語が確
定されたときや、文書作成の途中で入力表現が変更された場合にも、即座にその確定や変
更に追随することができる。
【００９６】
　なお、上記の実施例では、電子メールの宛名に基づき［言い回し］の属性の調整値を設
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じめアドレス帳に登録されている宛名を複数のカテゴリに分類し（たとえば［仕事］［家
族］［友人］など）、選択された宛名に対応するカテゴリに応じて、作成文書に適合する
属性を判別し、調整値を設定してもよい。
【００９７】
　また、［時間帯］［季節］については、新たな読み文字列の入力が開始される都度、内
部時計の計時データに基づき調整値を設定しているが、これに代えて、定期的に内部時計
を参照して時間帯や季節の変化が生じたか否かを判別し、変化したと判別したときのみ調
整値を更新するようにしてもよい。また、［時間帯］や［季節］についても、内部時計か
ら取得した計時データに応じた調整値を設定した後に、入力表現に関する属性と同様に、
文字入力において同じカテゴリの属性を有する語が確定されたことに応じて調整値の設定
または更新を行うようにしてもよい。
【００９８】
　また、上記の実施例では、変換用辞書３に登録された標準の優先度を属性毎の調整値に
より調整するようにしたが、各辞書データの使用頻度を学習するようにしている場合には
、この使用頻度が加味された優先度を調整するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】文字入力装置の機能ブロック図である。
【図２】属性の種類と調整値の設定方法とをまとめたテーブルである。
【図３】読み文字列『さ』『たの』『お』に応じて抽出される候補の辞書データを優先度
の順に並べたテーブルである。
【図４】テーブルＡの各候補の優先度の調整処理の具体例を示すテーブルである。
【図５】テーブルＢの各候補の優先度の調整処理の具体例を示すテーブルである。
【図６】テーブルＣの各候補の優先度の調整処理の具体例を示すテーブルである。
【図７】宛名に応じた候補の表示例を示す説明図である。
【図８】図７の例に対応する優先度の調整処理を示すテーブルである。
【図９】顔文字候補の表示が確定された入力表現に応じて変動する例を示す説明図である
。
【図１０】メール文書の冒頭の候補の表示と宛名との関係を示す説明図である。
【図１１】文字入力処理に関するフローチャートである。
【図１２】調整値の設定処理に関するフローチャートである。
【符号の説明】
【０１００】
　１　　操作部
　２　　表示部
　３　　変換用辞書
　４　　キー入力受付部
　５　　読み文字列組立部
　６　　候補抽出部
　７　　候補表示処理部
　８　　候補確定処理部
　９　　変換結果出力部
　１１　調整値設定部
　１２　優先度調整部
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【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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